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グレン･アイラ市に住む高齢女性の




ー,⑨何に幸福感を感じるかの 3点に関して聞き取り調査を2 5年 9月におこなった｡本00
7稿では 人の語りを提示し,それに考察を加えた｡ 
K メルボルン, 主観的幸福感,d 高齢女性, パーソナル･ネットワーク, ライフヒストリーs:ewryo












生まれである｡ 彼女は公務員であったが,結婚を機 におり,すべての友人,牧師,ソーシャル ･ワーカ
に退職し,その後ずっと専業主婦をしている｡ 彼女 ーは ｢メルボルン｣に住んでいる｡ ロー トンの 
は生まれ育ったところの近くに住んでいる｡ 彼女は PGCモラール ･スケールの得点は 15点と,幸福感
人で,一戸建ての住宅に住んでいる｡ ｢メルボルン｣にいる｡ 2人の近隣者は ｢近隣地域｣




ジャネットさんは自分の健康状態を 2と評価して 私は朝 7時から 7時半の間に起きます｡朝食を食
いたから,健康状態は比較的良いといえる｡ ロート べてから,新聞の暗号クロスワー ド (crytpiccross-
ンの活動能力指標によれば,彼女は 10項目のうち drswo )をします｡そのあと,家事をします｡私は
9項目を ｢問題なくできる｣と, 1項目を ｢自分で 家事を得意でなく,いい主婦とは言えません｡ 5日
できるけれども,むずかしい｣と答えていたから, のうち少なくとも 3日は買い物に行きます｡ベント
活動能力はとても高いと判定できる｡ ジャネットさ レー lihegB ten( ,グレンアイラ市にあるサバーブ)
んのパーソナル ･ネットワークは,夫, 2人の娘, に行きますが,そこに行くのが飽きたときは,グレ
1人の娘の夫, 2人の孫,本人の 1人の妹,本人の ンハントレ-
1人の従姉妹,本人の 1人の姪,夫の 1人の弟とそ
の妻,夫の 2人の従姉妹 , 2人の近隣者 ,23人の
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ー )から生まれた読書iond tucaEtdluf Atcenreor( 近くで生まれ育ったので,私たちは私の両親と同じ













































に通っていた 6人の友人たちと,年に 4●･5回会っ 私たちは長女や孫と会います｡
の家に来たりします｡長女夫婦が外出するとき,私


























ル ドレンズ ･アクティビティーズ 





























Ch hofE dGilnganurc( めました｡コロンボ計画 (アジアと太平洋地域諸国lrs-ラマー ･スクール 





文部省のシドニー事務所で働いていました｡彼はメegeiedanL sColP b itresyera( )
ィーズ ･カレッジ 
269bournelEasは,当時イースト･メルボルン ( tMe , ルボルンの事務所を監督するために,1 年にメ
メルボルンの中心の東隣にあるサバーブ)にありま ルボルンに来て,そこに 6週間いました｡そのとき
した｡英国国教会のガールズ ･グラマー ･スクール 469に,私たちは知 り合いました｡私たちは 1 年に
は家から 1マイル以内の近くにあり,私は自転車で 結婚をしました｡私の両親が結婚式を挙げた教会で
通学できました｡そこで,両親は私をガールズ ･グ 私たちも結婚式を挙げました｡結婚後,ビルはシド



















年 (年齢) 出 来 事 
7391 年 (0歳) 出生
1955年 81(歳) ハイスクールを卒業し,防衛省に勤め始める 
9591 年 (22歳) 1年間ヨーロッパ旅行をする
文部省に勤める0691 年 32(歳) 










1791 年 43(歳) 次女が生まれる
76(歳) 次女の子供が幼くして死亡
86(歳) 次の子供が次女にできる 




































































































供のいる 6人の高齢女性には, 16人の実子と 2人
の義理の子供 (夫の子供)がいた｡その 18人の居
住場所をまとめると,表 9のようになる｡ この表か














































表 8 最も近 くにいる子供の居住場所
讐 欝 年齢 子供の性別 子供の年齢 子供の居住場所 子筈等冨琵 芸所







メルボルン 3キロノーマ 77歳 息子
パム 75歳 娘 メルボルン 10キロ 
ジャネット 68歳 娘 メルボルン 3キロ 




漂 禁 年齢 子供の性別 子供の年齢 子供の居住場所 子管等冨琵芸所






























































































































































































































































は,①同居 ,② (同居を除外 した)歩いて 15分以 だいがいた｡ その 10人の居住場所をまとめると,
内の地域 (本稿では,｢近隣地域｣と呼ぶ),③ (同 表 11のようになる｡ この表から,10人のきょうだ














ルン｣に住む 7人のきょうだいのうち, 2人が ｢10
キロ以内｣の場所にいることが分かる｡ だから,10
いるが,その他の 6人の高齢女性にはもっとも近く 人のきょうだいのうち 3人 (33. 0キロ以3%)が 1
にいるきょうだいはメルボルンの内部 (サバーブ｣ 前述したように,77.｢ 内の近くに住んでいる｡ 8%の
あるいは ｢メルボルン｣)にいることが分かる｡ 最 子供が高齢女性の住居から10キロ以内の場所に住



















い き晶孟芸宗の 居㌶ 畏 蒜 離


















































































































































































































































































































続けていたのだろう｡ いずれにせよ,紹介 した 7人
の高齢女性のうち,結婚後もずっと専業主婦であっ
たのはジャネットさんだけで,他の 6人は仕事に就
いていた｡ このことは,オース トラリアで 1970年
頃から女性の社会進出が進んだことと軌を一にして
いる｡






思 われ る ｡ そ の後 , 1975年 の家 族 法 の改 正 
(Fml a c 95aiyLwAt17)で,結婚当事者に過失がな
くとも,少なくとも 1年間の婚姻の破綻があれば,
邸婚が成立することになった｡離婚することが容易
になったので,それが施行 された 1976年 には, 
63,230件もの離婚がオース トラリア家庭裁判所で認
め られた｡ そ して, 1975年に 1.8であった離婚率 
(人口 10 96 .00人あた りの離婚件数)は, 17年に 45
に跳ね上がった｡これは,それまで離婚を抑えてい
た人々が法律の改正を機に離婚申請をしたからであ
る｡ その後,離婚率は 1979年まで急激に低下 し続
け,それ以降,離婚率は 2.から29の間を変動 して4 .
いる (B 7;idn 7134｡AS200aGlig199:9-) 長期的に見




悩 とい っ た こ とは しば しば指 摘 され て い る 



















































































































































表 12 子供に期待できるソーシャル ･サポー ト


















































































































































表13 きょうだいに期待できるソーシャル ･サポー ト
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ジャネット
























S ilocoog世話｣や ｢家の手助け｣)を期待する相手とはあ d･tsea.eeHive, melHmpP terspecl
まり見なしていないことが分かる｡ジャネットさ 3
=
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uiocalS lSⅣeGenera( )yソーシャル ･サーベイ 
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ら家の一室を借 りる｡ 夫婦は 4年前に離婚した｡ 京大学出版会, 
Ma , nI,
Ad eS ,"


































権威主義的に振る舞う父親がいなくなったから, トラリア統計局のホームページで閲覧できる｡ その 














金 (研究代表者 :野連政雄,基盤研究 (B)｢オー
ストラリアの大都市に住む高齢者の社会的支援ネッ
トワークの研究｣,課題番号 : 16402027)による研
究成果の一部である｡ 
- 27 -
